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会議名 第 35 回 那覇市危機管理対策本部会議（新型コロナウイルス感染症） 

日 時 令和 4年 12 月 27 日（火） 午前 9時 30 分 ～午前 10時 30 分 

場 所 本庁舎 4階 議会会議室  

 

 

【議事概要】 

本部長（知念市長）コメント 

●ハイサイ。皆さん、お疲れ様です。それでは、只今から第 35回那覇市危機管理対策本部会議を開催いた

します。 

●政府の発表では、新型コロナ感染は「第 8波」に入り、全国で新規陽性者数が増加し、12月 21 日には全

国で 20 万人を超えましたが、沖縄県は、これまで、常に上位であった 10万人当たりの新規陽性者数は、

47 番目となっております。 

●しかし、沖縄県の発表では、11 月以降、県内の新規陽性者数の増加が継続しており、12月 22 日には、1

日当たりの陽性者数が約 3か月（9/9）ぶりに 1000 人（1010 人）を超え、同日付けで、警戒レベルが「２」

へ引き上げられました。また、沖縄県対処方針として 12 月 22 日（木）から令和 5年 1月 13日（金）まで、

「感染拡大を抑制し社会経済活動を継続するための対策期間」と決定し、県民へ基本的感染防止対策の徹

底とワクチン接種を呼び掛けているところであります。 

●本日の会議では、さらなる感染拡大に備え、本市の感染状況の確認・情報の共有などについて調整を図

って参ります。 
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沖縄県新型コロナウイルス感染者発生状

況報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【健康部長】 

・[資料1] 県・市陽性者数資料、[資料2] 沖縄県新型

コロナウイルス感染者発生状況(公表週・年次別)を用

いて現状について説明。 

 

【久場副市長】 

・沖縄県内の新型コロナウイルス感染者数が 2022 年 7

月～8 月にかけて増加しているのはオミクロン株が原

因か。 

 

【保健総務課 大原主幹】 

オミクロン株が原因だと考えられる。 

 

【久場副市長】 

沖縄県内の新型コロナウイルス感染者数が 2022 年 9

月～10 月にかけて減少しているのは、オミクロン株の

対応が上手くいっているという認識でよろしいか。 

 

【保健総務課 大原主幹】 

沖縄県では、2022年7月～8月にかけて感染者が増加し

たことにより、抗体をもった人が増えたと考えられて
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いる。沖縄県の場合、献血での調査ではあるが65％の

人が抗体を持っており、他県と比較すると、約2倍～3

倍の人が抗体を持っている。それが原因として、現在

のところ落ち着いている状況である。 
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【政策統括調整監】 

現在の疫学調査の対応はどうなっているのか。 

 

【健康部長】 

現在の疫学調査の対応については、現在のメンバーで

対応しており、今のところ問題はない。 

 

【政策統括調整監】 

ワクチンの量は十分にあるのか。また、ワクチンを打

つ体制はどうなっているか。 

 

【健康部長】 

ワクチンについては、十分な量を確保している。現在

は、集団接種と個別接種を実施しており、集団につい

ては、1月まで実施する方向で考えている。 

 

【知念市長】 

現時点での接種率はどうなっているか。 

 

【健康部長】 

12 月 26 日時点で 1回目が 74.28％、2回目が 73.59、3

回目が 53.48％、4 回目が 29.8％、5 回目が 8.04％と

なっている。オミクロン株対応のワクチンについては、

22.41％となっている。 

 

【知念市長】 

今後、感染者が拡大した場合の体制について、健康部

から何かあるか。 

 

【健康部長】 

今後、感染者が増加した場合、本庁職員の方々にも疫

学調査をお願いしたいと考えている。 

 

【総務部長】 

今後、感染者が増加した場合、再度職員の派遣を求め

ていきたいと考えている。なお、職員派遣の基準につ

いては、国の通知の見直しや、作業の簡素化等が図ら

れており、数値が変動するため、支援部会で確認し、
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改めて那覇市危機管理対策本部会議で報告する。 

 

【知念市長】 

年明けの成人式はどのように実施する予定か。 

 

【生涯学習部長】 

成人年齢が引き下げられたことにより、「成人式」とい

う名称を、今回から「はたちの記念式典」という名称

に変えて実施することになっており、年明けの 1 月 8

日に開催予定。全 17 中学校区で実行委員会を立ち上

げ、準備を進めているところである。今回の式典対象

者は、3,807 名で、例年この人数の約 8 割程度が参加

しているという状況である。参加者の制限については、

式典対象者プラス保護者 2 名までとなっており、前回

と比べ制限が緩和されている。しかし、感染対策につ

いては、検温・手指消毒・マスク着用に加え、チェッ

クリスト（名前・緊急連絡先など）を全員に提出して

いただく予定である。また、式典後に大人数で集まっ

たりすることは自粛するように呼びかけをしている。 

 

【知念市長】 

一昨年、コロナ陽性者が式典に参加していると市民か

ら情報提供があり、式全体が中止となった。今回情報

があった場合、どういう対応をするのか。 

 

【生涯学習部長】 

基本的には、各実行委員会に職員を配置し、そこから

情報を得て協議をしながら対応していく。 

 

 


